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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
は
１０
月
２４
日
、
呉
市
で
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開
催

し
た
。
当
日
は
、
会
長
の
神
田
隆

彦
・
呉
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
開
催
市
の
小
村
和
年
・

呉
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
の
ち
▽
基

地
対
策
関
係
予
算
の
充
実
強
化
に

関
す
る
要
望
案
▽
平
成
２６
年
度
の

同
協
議
会
負
担
金
算
出
基
準
―
な

ど
を
協
議
し
、
原
案
の
と
お
り
了

承
し
た
。
要
望
案
な
ど
了
承
事
項

は
、
１１
月
１９
日
開
催
の
第
８０
回
理

事
会
で
提
案
し
協
議
に
諮
る
。
理

事
会
で
取
り
ま
と
め
た
要
望
は
、

理
事
会
終
了
後
に
開
催
す
る
「
衆

・
参
基
地
関
係
委
員
会
委
員
と
の

要
望
懇
談
会
」
な
ど
要
請
活
動
の

場
を
通
じ
、
実
現
に
努
め
て
い
く
。

２６
年
度
政
府
予
算
の
概
算
要
求

で
防
衛
関
係
費
に
つ
い
て
は
「
義

務
的
経
費
」
と
し
、
前
年
度
当
初

予
算
と
同
額
を
要
求
し
た
う
え
抜

本
的
に
見
直
し
、
可
能
な
限
り
抑

制
を
図
る
方
針
だ
っ
た
。
概
算
要

求
の
段
階
か
ら
削
減
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
を
見
据
え
、
基
地
協
で
は

月
末
の
締
め
切
り
を
控
え
た
８
月

２７
日
、
正
副
会
長
・
相
談
役
で
要

請
活
動
を
展
開
�
本
紙
１
８
７
９

号
２
面
。
結
果
、
基
地
・
調
整
交

付
金
が
対
前
年
度
同
額
の
３
４
５

億
４
０
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
た

が
、
年
末
予
算
編
成
に
向
け
基
地

協
で
は
気
を
引
き
締
め
て
い
く
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
は
１０
月
２４

日
、
金
沢
市
で
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
を
開
催

し
た
。
当
日
は
会
長
の
田
中

修
一
・
町
田
市
議
会
議
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
開
催
市

と
な
っ
た
金
沢
市
の
横
越
徹

・
議
長
と
山
野
之
義
・
市
長

が
あ
い
さ
つ
。
の
ち
▽
自
治

体
病
院
経
営
に
関
す
る
要
望

案
▽
第
９
回
地
域
医
療
政
策

セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
―
な
ど
を

協
議
し
原
案
の
と
お
り
決
定

し
た
。
こ
の
日
に
決
定
し
た

要
望
事
項
は
財
政
措
置
の
拡

充
な
ど
５
本
柱
で
構
成
。
財

政
措
置
で
は
地
域
医
療
の
中

核
を
担
う
自
治
体
病
院
の
経

営
安
定
に
向
け
、
特
に
「
へ

き

地
」「
高

度
・
特

殊
」「
周

産
期
」「
小
児
」「
救
急
」
な
ど

に
対
す
る
地
方
交
付
税
措
置

の
拡
充
な
ど
を
求
め
た
。

台
風
２６
号
で
被
害
を
受
け
た
茂

原
市
に
対
し
千
葉
県
が
、
行
方
市

に
対
し
茨
城
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
適
用
を

決
定
し
た
。
法
適
用
日
は
１０
月
１６

日
。
支
援
法
の
適
用
を
受
け
た
こ

と
で
、
住
宅
の
全
壊
や
半
壊
な
ど

被
害
の
程
度
に
応
じ
、
被
災
世
帯

は
申
請
を
経
て
▽
住
宅
の
被
害
程

度
に
応
じ
た
基
礎
支
援
金
▽
住
宅

の
再
建
方
法
に
応
じ
た
加
算
支
援

金
―
を
財
団
法
人
都
道
府
県
会
館

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

被
災
世
帯
か
ら
の
支
給
申
請
は

市
町
村
が
受
け
付
け
る
。
支
援
金

は
、
都
道
府
県
が
相
互
扶
助
の
観

点
か
ら
拠
出
し
た
基
金
を
活
用
し

支
給
す
る
仕
組
み
だ
が
、
支
援
金

の
半
分
は
国
が
補
助
す
る
。
支
給

対
象
は
１０
世
帯
以
上
の
住
宅
全
壊

被
害
が
発
生
し
た
市
町
村
な
ど
。

１１月５日現在の都市数
８１２団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４２市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1885号１１月５日平成25年
（2013年）

要
望
懇
談
会
開
催
へ
基地協

茂
原
市
と
行
方
市
に

被被
災災
者者
生生
活活
再再
建建
支支
援援
法法
をを
適適
用用

神田隆彦・基地協会長（呉市）

病院協が要望決定

田
中
修
一
・
病
院
協
会
長（
町
田
市
）

（１） 平成２５年１１月５日 第１８８５号
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本
会
は
１０
月
１０
日
に
「
市
議
会

議
員
の
属
性
に
関
す
る
調
べ
」
を

公
表
し
た
。
同
調
査
で
は
東
京
２３

区
を
含
む
全
国
８
１
２
市
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
▽

議
員
の
年
齢
構
成
▽
議
員
在
職
年

数
▽
議
員
の
兼
業
の
状
況
▽
議
員

の
所
属
党
派
▽
市
議
会
事
務
局
職

員
数
―
の
５
項
目
に
つ
い
て
調
査

結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。
回
収
率

は
１
０
０
％
。
前
号
で
は
調
査
結

果
の
概
要
を
掲
載
し
た
が
、
今
号

で
は
２
面
に
紹
介
記
事
、
３
面
に

は
５
項
目
に
わ
た
り
調
査
結
果
を

集
計
し
た
表
を
掲
載
す
る
。

議
員
の
兼
業
の
状
況
�
表
�
�

を
み
る
と
「
議
員
専
業
」
の
区
分

が
７
２
７
３
名
、
全
体
の
３６
・
４

％
を
占
め
最
多
と
な
っ
た
。
「
そ

の
他
」
を
除
く
と
、
次
い
で
「
農

業
・
林
業
」
の
区
分
が
２
８
９
３

名
で
全
体
の
１４
・
５
％
、
「
卸
売

・
小
売
業
」
の
区
分
が
１
２
５
９

名
で
全
体
の
６
・
３
％
と
続
く
。

「
農
業
・
林
業
」
と
「
卸
業
・
小

売
業
」
の
区
分
を
合
算
す
る
と
４

１
５
２
名
に
な
り
、
全
体
の
２０
・

８
％
を
占
め
、
議
員
の
５
名
に
１

名
が
「
農
業
・
林
業
」
「
卸
売
・

小
売
業
」
に
該
当
し
た
。

次
に
男
女
別
に
「
そ
の
他
」
を

除
い
た
兼
業
状
況
を
み
て
み
る
。

男
性
で
は
「
議
員
専
業
」
の
区
分

が
５
６
３
４
名
で
最
多
。
次
い
で

「
農
業
・
林
業
」
の
区
分
が
２
８

３
２
名
、
「
卸
売
り
・
小
売
業
」

の
区
分
が
１
２
１
７
名
と
続
く
。

一
方
、
女
性
で
は
「
議
員
専
業
」

の
区
分
が
１
６
３
９
名
で
最
多
。

次
い
で
「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分

類
さ
れ
な
い
も
の
）
」
の
区
分
が

１
７
７
名
、
「
医
療
・
福
祉
」
の

区
分
が
７７
名
と
続
い
た
。

議議
員員
のの
兼兼
業業
のの
状状
況況

議
員
の
所
属
党
派
に
つ
い
て
は

表
�
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

「
無
所
属
」
が
１
万
２
０
８
４

名
、
全
体
の
６０
・
５
％
を
占
め
最

多
と
な
っ
た
。
次
い
で
「
公
明
党
」

が
２
３
０
５
名
、
「
自
民
党
」
が

１
９
７
０
名
と
続
い
た
。

続
い
て
男
女
別
に
調
査
結
果
を

み
て
み
る
。
男
性
で
は
「
無
所
属
」

が
議
員
数
１
万
１
２
０
４
名
で
最

多
。
次
い
で
「
自
民
党
」
が
１
８

５
５
名
、
「
公
明
党
」
が
１
６
１

９
名
と
い
う
順
と
な
っ
た
。
一
方
、

女
性
で
は
男
性
の
調
査
結
果
と
同

様
に
「
無
所
属
」
が
８
８
０
名
で

最
多
と
な
っ
た
。
次
い
で
「
公
明

党
」
が
６
８
６
名
、
「
共
産
党
」

が
６
７
９
名
と
続
く
結
果
と
な
っ

た
。な

お
、
表
�
は
１１
区
分
で
構
成

し
て
い
る
が
、
内
訳
と
し
た
党
派

名
は
各
市
議
会
へ
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
記
述
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

議議
員員
のの
所所
属属
党党
派派

議
員
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て

は
、
年
齢
階
層
ご
と
に
「
３０
歳
未

満
」
か
ら
「
８０
歳
以
上
」
の
区
分

ま
で
７
段
階
に
分
類
。
男
性
、
女

性
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
調
査
結
果

を
取
り
ま
と
め
て
い
る
�
表
�
。

な
お
、
男
性
の
議
員
数
は
１
万
７

２
７
２
名
、
女
性
の
議
員
数
は
２

６
９
４
名
、
議
員
合
計
は
１
万
９

９
６
６
名
だ
っ
た
。

調
査
結
果
を
み
る
と
議
員
合
計

１
万
９
９
６
６
名
の
平
均
年
齢
は

５８
・
７
歳
。
年
齢
構
成
で
は
「
６０

〜
７０
歳
未
満
」
の
区
分
が
８
７
５

９
名
で
全
体
の
４３
・
９
％
を
占
め

て
お
り
、
最
多
と
な
っ
た
。
次
い

で
「
５０
〜
６０
歳
未
満
」
の
区
分
が

全

体

の
２７
・
３
％
で
５
４
６
０

名
、
「
４０
〜
５０
歳
未
満
」
の
区
分

が
２
３
８
４
名
で
全
体
の
１１
・
９

％
と
続
い
た
。

次
に
男
性
、
女
性
ご
と
に
調
査

結
果
を
み
る
。
男
性
で
は
「
６０
〜

７０
歳
未
満
」
の
区
分
が
７
７
１
５

名
で
最
多
。
次
い
で
「
５０
〜
６０
歳

未
満
」
の
区
分
が
４
４
４
１
名
、

「
７０
〜
８０
歳
未
満
」
の
区
分
が
２

０
７
９
名
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。
女
性
議
員
に
つ
い
て
は
「
６０

〜
７０
歳
未
満
」
の
区
分
が
１
０
４

４
名
と
な
り
最
多
。
次
い
で
「
５０

〜
６０
歳
未
満
」
の
区
分
が
１
０
１

９
名
、
「
４０
〜
５０
歳
未
満
」
の
区

分
が
３
４
５
名
と
続
い
た
。

議議
員員
のの
年年
齢齢
構構
成成

議
員
の
在
職
年
数
に
関
し
て
は

「
１０
年
未
満
」
か
ら
「
５０
年
以
上
」

の
６
段
階
に
分
類
し
調
査
結
果
を

ま
と
め
て
い
る
�
表
�
。

在
職
年
数
に
関
し
て
は
男
性
と

女
性
の
合
計
で
「
１０
年
未
満
」
の

区
分
が
１
万
１
７
２
１
名
と
な
り

最
多
。
全
体
の
５８
・
７
％
を
占
め

る
結
果
と
な
っ
た
。
次
い
で
「
１０

〜
２０
年
未
満
」
の
区
分
が
６
１
８

４
名
、
「
２０
〜
３０
名
未
満
」
の
区

分
が
１
５
２
８
名
と
続
い
た
。

在
職
年
数
が
２０
年
未
満
の
議
員

数
は
全
体
の
８９
・
７
％
を
占
め
て

お
り
、
在
職
年
数
が
長
く
な
る
ほ

ど
議
員
数
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ

る
。
「
５０
年
以
上
」
の
区
分
で
は

１
名
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

次
に
男
女
別
に
焦
点
を
当
て
て

み
る
。
男
性
で
は
「
１０
年
未
満
」

の

区

分

が
１
万
１
７
５
名

で

最

多
。
次
い
で
「
１０
〜
２０
年
未
満
」

の
区
分
が
５
２
０
１
名
、
「
２０
〜

３０
年
未
満
」
の
区
分
が
１
３
９
３

名
と
続
く
。
女
性
で
は
「
１０
年
未

満
」
の
区
分
が
１
５
４
６
名
と
最

多
。
次
い
で
「
１０
〜
２０
年
未
満
」

の
区
分
が
９
８
３
名
、
「
２０
〜
３０

年
未
満
」
の
区
分
が
１
３
５
名
と

続
く
。
議
員
合
計
と
同
様
、
男
女

別
に
み
て
も
、
在
職
年
数
の
長
さ

と
議
員
数
が
反
比
例
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

議議
員員
在在
職職
年年
数数

市
議
会
事
務
局
職
員
数
に
つ
い

て
は
表
�
の
と
お
り
。
各
市
の
人

口
段
階
区
分
に
お
け
る
▽
職
員
数

▽
平
均
職
員
数
―
を
調
べ
た
。

全
８
１
２
市
の
職
員
数
は
６
５

６
８
名
。
平
均
職
員
数
は
８
・
１

名
と
な
っ
た
。
職
員
数
で
は
人
口

規
模
が
「
５
〜
１０
万
未
満
」
の
区

分
が
１
６
０
４
名
で
最
多
と
な
っ

た
。
次
い
で
「
１０
〜
２０
万
未
満
」

の
区
分
が
１
３
５
７
名
、
「
５
万

未
満
」
の
区
分
が
１
１
６
２
名
と

続
く
。

一
方
、
平
均
職
員
数
は
人
口
規

模
が
「
５０
万
以
上
」
の
区
分
が
２８

・
２
名
で
最
多
。
次
い
で
「
４０
〜

５０
万

未

満
」
の

区

分

が
１８
・
１

名
、
「
３０
〜
４０
万
未
満
」
の
区
分

が
１５
・
８
名
と
続
い
た
。

市
の
人
口
規
模
が
大
き
く
な
る

に
つ
れ
、
平
均
職
員
数
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
、
と
り
わ
け
「
４０

〜
５０
万
未
満
」
と
「
５０
万
以
上
」

の
区
分
の
比
較
で
は
、
平
均
職
員

数
が
１０
・
１
名
も
の
大
幅
増
と
な

っ
て
い
る
。

市市
議議
会会
事事
務務
局局
職職
員員
数数

本会調査

市市議議会会議議員員のの
属属性性ままととめめるる
議員の年齢構成など５項目
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▼
議
長

▽
天
童

小
松
善
雄
（
９
・
２５
）

▽
長
野

高
野
正
晴
（
９
・
２５
）

▽
守
山

中
野
�
三
（
９
・
２５
）

▽
八
街

林

修
三
（
９
・
２６
）

▽
君
津

安
藤
敬
治
（
９
・
２７
）

▽
小
牧

伊
藤
宏
行
（
９
・
２７
）

▽
鹿
沼

大
貫
武
男
（
９
・
３０
）

▽
八
潮

武
之
内
清
久
（
９
・
３０
）

▽
伊
東

西
島

彰
（
９
・
３０
）

▽
稲
沢

野
村
英
治
（
１０
・
１
）

▽
海
津

川
瀬
厚
美
（
１０
・
１
）

▽
和
泉

友
田
博
文
（
１０
・
２
）

▽
羽
曳
野

今
井
利
三
（
１０
・
２
）

▼
副
議
長

▽
天
童

結
城
義
巳
（
９
・
２５
）

▽
長
野

近
藤
満
里
（
９
・
２５
）

▽
守
山

廣
實
照
美
（
９
・
２５
）

▽
八
街

川
上
雄
次
（
９
・
２６
）

▽
君
津

三
浦

章
（
９
・
２７
）

▽
小
牧

鈴
木
英
治
（
９
・
２７
）

▽
村
上

三
田
敏
秋
（
９
・
３０
）

▽
座
間

京
免
康
彦
（
９
・
３０
）

▽
鹿
沼

関
口
正
一
（
９
・
３０
）

▽
八
潮

大
山
安
司
（
９
・
３０
）

▽
伊
東

佐
々
木
清
（
９
・
３０
）

▽
稲
沢

山
田
一
己
（
１０
・
１
）

▽
海
津

森

昇
（
１０
・
１
）

▽
和
泉

矢
竹
輝
久
（
１０
・
２
）

▽
羽
曳
野

笹
井
喜
世
子（
１０
・
２
）

▼
事
務
局
長

▽
泉
南

真
鍋
康
之
（
７
・
１
）

▽
日
置

上
園
博
文
（
７
・
２２
）

総
務
省
は
１０
月
２２
日
、
「
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
給
与
減
額
措

置
の
実
施
状
況
（
１０
月
１
日
現

在
）
」
を
公
表
し
た
。
調
査
対
象

は
全
都
道
府
県
と
全
市
区
町
村
で

１
７
８
９
団
体
、
回
答
率
は
１
０

０
％
。
こ
の
調
査
は
、
平
成
２５
年

度
の
地
方
公
務
員
給
与
へ
の
減
額

要
請
に
対
し
、
各
団
体
の
措
置
状

況
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
実
施
す
る
団
体
も
含

め
、
国
の
給
与
減
額
要
請
に
応
え

て
い
る
と
回
答
し
た
団
体
は
１
３

１
１
団
体
で
全
体
の
７３
・
３
％
。

一
方
、
「
議
会
で
否
決
」
と
回
答

し
た
２０
団
体
（
１
・
１
％
）
や
、

「
実
施
予
定
な
し
」
と
回
答
し
た

２
５
５
団
体
（
１４
・
３
％
）
の
ほ

か
、
態
度
を
保
留
し
「
検
討
中
又

は
今
後
検
討
」
と
回
答
し
た
２
０

３
団
体
（
１１
・
３
％
）
の
よ
う
な

事
例
も
存
在
し
て
い
る
。

８
月
２
日
に
公
表
し
た
前
回
調

査
�
本
紙
第
１
８
７
７
号
４
面
�

で
は
全
１
７
８
９
団
体
の
う
ち
▽

国
の
要
請
に
応
え
て
い
る
団
体
�

６５
・
５
％
の
１
１
７
１
団
体
▽
検

討
中
又
は
今
後
検
討
�
２０
・
６
％

の
３
６
８
団
体
▽
議
会
で
否
決
�

１
・
１
％
の
２０
団
体
▽
実
施
予
定

な
し
�
１２
・
９
％
の
２
３
０
団
体

―
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
「
議
会

で
否
決
」
と
回
答
し
た
団
体
数
に

変
化
は
な
い
が
、
国
の
要
請
に
応

え
て
い
る
と
す
る
回
答
、
「
実
施

予
定
な
し
」
と
回
答
し
た
事
例
、

い
ず
れ
も
今
回
調
査
で
数
を
伸
ば

し
た
。
前
回
調
査
で
「
検
討
中
又

は
今
後
検
討
」
と
回
答
し
た
数
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
た
め
、
給

与
の
減
額
措
置
に
踏
み
切
る
か
否

か
を
保
留
し
て
い
た
団
体
が
態
度

を
決
め
た
こ
と
で
、
２
つ
の
回
答

事
例
が
伸
び
た
と
考
え
ら
れ
る
。

地
方
公
務
員
給
与
を
巡
り
１０
月

１１
日
、
新
藤
総
務
相
と
地
方
六
団

体
代
表
が
意
見
を
交
わ
し
た
場
面

�
本
紙
第
１
８
８
４
号
１
面
・
４

面
。
新
藤
大
臣
は
「
頑
張
っ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
が
不
公
平
と
な
ら

な
い
よ
う
、
１２
月
議
会
も
あ
る
の

で
（
給
与
を
減
額
し
て
い
な
い
団

体
へ
）
今
年
度
の
措
置
を
実
施
す

る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
い
た
。
今
回
調
査
の
時

点
で
２
０
３
団
体
が
態
度
を
保
留

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
給
与
減
額

の
実
施
状
況
は
今
後
も
変
動
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

前
回
調
査
で
は
「
指
定
都
市
」

の
区
分
で
、
国
の
要
請
に
応
え
て

い
る
と
す
る
回
答
が
１５
団
体
、

「
検
討
中
又
は
今
後
検
討
」
が
４

団
体
、
「
議
会
で
否
決
」
が
０
団

体
、
「
実
施
予
定
な
し
」
が
１
団

体
だ
っ
た
。
「
市
区
町
村
」
の
区

分
で
は
、
国
の
要
請
に
応
え
て
い

る
と
す
る
回
答
が
１
１
１
３
団

体
、
「
検
討
中
又
は
今
後
検
討
」

が
３
６
２
団
体
、「
議
会
で
否
決
」

が
２０
団
体
、
「
実
施
予
定
な
し
」

が
２
２
７
団
体
だ
っ
た
。

訂
正
と
お
詫
び

本
紙
１
８
８
４
号
４
面
の
「
地

方
公
務
員
給
与
で
総
務
相
と
意
見

交
換
」
の
記
事
の
中
で
「
昨
年
７

月
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与
削
減

要
請
は
臨
時
的
・
例
外
的
な
措

置
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
「
本
年
７

月
か
ら
の
地
方
公
務
員
給
与
削
減

要
請
は
臨
時
的
・
例
外
的
な
措

置
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
す
る
と
と
も
に
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

平成２５年度 第２回

「市町村議会議員特別セミナー」開催
市町村アカデミー主催

市町村アカデミー（市町村職員中央研修所）では、全国の市町
村議会議員及び東京都２３区議会の議員の皆様を対象として、自治
体が直面している重要課題や時局の話題を取り上げる宿泊型特別
セミナーを毎年度開催しております。
今回は１月１６日（木）と１７日（金）の２日間、それぞれの分野でご

活躍されている講師による講演を行います。
多くの皆様方のご参加をお待ちしております。

＊日 時：平成２６年１月１６日（木）１３：００から
１月１７日（金）１２：２０まで

１月１６日
１３：３０～１５：００「地方議会改革の現状と今後への期待」（講義）
法政大学法学部教授
自治体議会改革フォーラム呼びかけ人代表 廣瀬克哉 氏

１５：１５～１６：４５「国の財政と地方財政」（講義）
北海道大学公共政策大学院教授 宮脇 淳 氏

１月１７日
９：００～１０：３０「ＴＰＰと地域経済」（講義）
東京大学社会科学研究所教授 中川淳司 氏

１０：４５～１２：１５「これからの政治の行方」（講義）
読売新聞特別編集委員 橋本五郎 氏

※講義の内容等は一部変更になる場合がございます。
＊場 所：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

（千葉市美浜区浜田１丁目１番）
＊申込期限：平成２５年１１月２０日（水）
＊申込方法：参加申込みについては、必ず議会事務局を通してお

申し込み下さい。参加申込書（市町村アカデミーの
ホームページからダウンロードできます）をＦＡＸ
または郵送でお送りください。

＊受講対象者：各市区町村の議員の方（定員に達した場合はお断
りさせていただく場合があります）

＊参 加 費：１０，０００円（宿泊費、食費等を含む）
＊決定通知：申込受理後、決定通知に併せて必要な資料を送付い

たします。
＊お問い合わせ：� ０４３－２７６－３１２７（調査研修部）

０４３－２７６－３１２６（研修部）
ＦＡＸ ０４３－２７６－８４８４（申込専用）
〒２６１－００２５ 千葉市美浜区浜田１丁目１番

＊担 当：川島、�砂 ホームページ http : //www.jamp.gr.jp

議議
会会
人人
事事

減減額額団団体体がが１１４４００増増
予予定定ななししもも２２５５増増
地方公務員給与の総務省調査
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